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1. はじめに 

 ある日、突然 Arduino にスケッチをアップロードできなくなるエラーが発生した。 

結局原因は分からなかったがエラー自体は直った。これは、その覚書である。 

 

2. 症状 

主な症状としては以下が現れる 

・Arduino に書き込めなくなる 

  書き込み途中に下の様な画面が現れ、書き込みが中断される。 

 

 

・リセットボタンが効かなくなる 

  押下するとリセットがかかり、書き込み待機状態になるはずだが、反応がなくなる。 

 また、リセットボタンを押すと点灯するはずの LED が点灯しなくなる 

 

 

 

 

(画像は Japanino) 

 

上記２つの症状により、Arduino に新規スケッチのアップロードが不可能になる。 

 

3. 原因 

・不明 

 しかし、ブートローダの書き込みにより直ったので、ソフトウェアが原因ではないかと考える。 

 

4. 考えられる対策 

・Arduino にブートローダを書き込む 

・しばらく放置 

・チップ・部品の交換 

私は今回新規ブートローダの書き込みを行った。以下にその方法を記載する。 

 

 



・Arduino にブートローダを書き込む 

今回は、USB シリアル変換モジュールを使用した。 

また、別の Arduino もしくは Japanino を使う方法もある 

 

必要部品 

 

モジュールとケーブルさえあれば一切半田付けが要らず、手軽である。 

 

①ソフトウェア及び、ドライバのインストール 

http://www.geocities.jp/arduino_diecimila/avr-writer/index.html#top 

↑のページを参考にソフトウェア及びドライバをダウンロード・インストールする。 

 

②Arduino とモジュールの接続 

 

また、モジュール側は VCC から電源を Arduino に供給するように付属のジャンパで 

設定する必要がある。図を参照。 

 

③ブートローダの書き込み 

Avrdude-GUI を起動しブートローダを書きこむ。詳細は先程のページを参照。 

書き込むチップは Arduino 本体ごとに確認が必要。例：Japanino の場合は ATmega168 

Flash の所には Arduino-IDE 下にある hex ファイルを指定。 

例：168 の場合ならば ATmegaBOOT_168_pro_8MHz.hex を指定。 

arduino-00○○¥hardware¥arduino¥bootloaders¥atmega に存在する。 

 その後、Erase-Write-Verify で書き込みを行う。念のため一度チップの内容を消去してから書き込み

たいからだ。かなり時間がかかる可能性がある。 

これで直るはずである。確認の為 IDE からサンプルプログラムを書き込んでみることを推奨する 

直らなかった場合、前述した他の Arduino/Japanino からの書き込みや、チップ自体の交換を考えてみる。 

電子部品 備考
USBシリアル変換モジュール 秋月のAE-UM232R

Arduinoとモジュールの接続に使用、
繋げられれば何でも良い

ジャンプワイヤ

モジュール側 Arduino側
VCC → +5V
GND → GND
RI → RESET
DCD → D11
CTS → D12
DCR → D13

http://www.geocities.jp/arduino_diecimila/avr-writer/index.html#top

